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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

　今回は、NPO法人六日町観光協会で働く武宮敬介さんを紹介します。
Ｑ．移住するまでの経歴を簡単に教えてください。
Ａ．出身は、東京都調布市です。大学生の時に自然を相手に子どもと遊ぶサークルに  
　　入り、そのころから南魚沼市で行われている子ども自然体験村に関わってきまし
　　た。大学卒業後、自然体験指導者として経験を積み、子ども自然体験村の責任者
　　になりました。移住するまでの10年間は、夏休みなどの長期休みに合わせて市内

　　に住み込み、子どもたちの引率や指導をするとい
　　う生活をしていました。
Ｑ．移住を決意したきっかけを教えてください。
Ａ．地域の人たちと知り合い、移住に対する不安がなくなっていったという
　　ことが一番のきっかけですね。
Ｑ．南魚沼市で暮らす魅力を教えてください。
Ａ．食が魅力です。また首都圏とのアクセスが便利なのもよいです。
Ｑ．今後の夢を教えてください。

Ａ．子ども自然体験村を通して、さまざまな地域の子どもたちの受け入れはできています。今後は行政や
　　観光協会などが繋がり、オール南魚沼で活動をしていきたいです。将来は「子ども自然体験をするな
　　ら南魚沼」といわれるような自然体験の盛んな地にすることができればと考えています。
Ｑ．これから南魚沼市で暮らそうと考えている人にアドバイスをお願いします。
Ａ．南魚沼市では、さまざまなコミュニティ活動が盛んになってきています。自らそのコミュニティに飛
　　び込むことができればよいですね。

「南魚沼市に住みたい！」と思ってもらうために

南魚沼市への応援の輪が広がっています

　首都圏からの移住・定住を促進するために、「田舎ライフ塾」を開催しました。１クール全４回のセミ
ナーで、１～３回目は首都圏で南魚沼の状況を説明し、４回目は実際に市を訪問し、自然や雪国仕様の住
宅などの見学、地域の人や移住経験者との交流会を行いました。

参加のきっかけ
•地域の人と交流できる機会がないので体験したかった。（61歳男性）
•移住を考えるうえで、雪の時期を見ておきたかった。（47歳女性）
•地域の人に直接話を聞きたかった。（53歳男性）
参加してみて
•豪雪地のイメージが変わり、自分でも何とか生活していけそうだと
　思った。（53歳男性）
•スキー場以外の南魚沼市の魅力を知れた。次の機会は家族を連れて
　参加したい。（61歳男性）
•買い物の拠点やコミュニティが多いことを知ることができてよかっ
　た。（67歳女性）
•ショッピング施設が思っていたより多いことに驚いた。特に冬の生
　活には、自動車が必須だということを知った。（60歳男性）

　ふるさと納税の寄付者や市出身者などを対象に市を応援してもらう「南魚沼市ふるさと応援隊」に３月
15日㈭現在で2,700人から申し込みいただきました。引き続き、市を応援してもらえるよう、移住定住に関
する情報や観光情報などを発信していくとともに、首都圏での交流会などのイベントも企画していきま
す。ぜひ、市外、県外の知人にお声がけください。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち
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南魚沼市で輝くひと（第7回）�　武宮敬介さん
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《田舎ライフ塾参加者の内訳》

出身地別

第1クール

第2クール

東京都

76人

69人

神奈川県

30人

21人

埼玉県

9人

5人

千葉県

4人

3人

愛知県

1人

0人

年代別

第1クール

第2クール

30代以下

10人

12人

40代

36人

19人

50代

52人

55人

60代

17人

12人

70代以上

5人

0人

男女別

第1クール

第2クール

男

97人

80人

女

23人

18人

計

120人

  98人
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］フランス語
［首　都］ニアメ
［面　積］1,267,000㎢（21位）
［人　口］16,899,327人（63位）
［GDP（PPP）］101億ドル（132位） 
［通　貨］CFAフラン（XOF）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

ニジェール共和国

無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林
　
茂
男

私の国はこんなところ
　ニジェールは、西アフリカの内陸にある国で、
地理上では北アフリカとサブサハラアフリカに
接しています。首都は、南西部に位置するニア
メです。８つの民族が、仲よく暮らしています。
もしニジェールに来ることがあったら、ドゥブ
ルヴェ国立公園に行ってみてください。乾燥し

たサバンナ地帯と、熱帯雨林の湿地帯という異なる２つの環境下で、多種
多様な野生動物に出合えるだけでなく、ユニークな特性をもった植物をた
くさん見ることができます。食べ物では、キリシという秘伝のレシピで作
られる、ビーフジャーキーのようなドライビーフをぜひ味わってみてください。
　レスリングのような相撲が国技で、毎年チャンピオンを決める大会が行
われます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼で好きな場所は、八色の森公園と、スキーやスノーボードを楽し
むことができる八海山麓スキー場です。好きな食べ物は鮨

すし

で、近くのワイ
ナリーのぶどうジュースと一緒に食べるのが楽しみです。外国人にとても
親切にしてくれる地域のみなさんには、とても感謝しています。

私
た
ち
は
何
者
で
あ
る
か
？

　「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
で
故
郷
へ

の
誇
り
と
一
体
感
を
育
み
、
地
域
の
将
来

展
望
の
第
一
歩
を
。
３
市
２
町
が
連
携
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。
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。
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を
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て
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き
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と
思
い
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す
。
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ニジェール共和国 ディアウガ　ハミドゥ　スレイマン さん

市報 みなみ魚沼　平成30年4月1日発行3



市報 みなみ魚沼　平成30年4月1日発行 4

　市では平成30年度も市民の生活環境の向上を図り、住宅関連産業を中心とした地域の活性化を促進する
ため、市内の施工業者による住宅のリフォーム工事に対して補助金を交付します。
○このリフォーム事業補助金は今年度で最終年となる予定です。

◇補助対象者（すべてに該当）
　・ 市内に住民登録がある（または登録することが確定し
ている）

　・ 対象住宅の所有者か、その住宅に居住している（また
は居住することが確定している）、所有者の２親等以
内の親族

　・ 対象住宅居住者全員に市税の滞納がない
◇補助対象工事（すべてに該当）
　・ 個人住宅のリフォーム工事
　※併用住宅は住居部分のみ対象（共用部分は面積按分）
　・ 市内業者による施工
　・ ４月１日㈰以降の契約で、平成31年３月29日㈮まで
に工事が完了する

　・ 他制度の補助金の対象となっていない
◇補助額　補助対象経費の20％（千円未満切り捨て）
　・ 補助額の上限：10万円（ディスポーザー設置を含む
工事の上限：12万円）

　・ 補助対象経費10万円以上（ディスポーザー設置を含
む工事の場合は、５万円以上）

　※ 補助対象経費＝総工事費－（対象外工事費＋対象外製
品費）

　・ 過去にこの補助金を受けた人や住宅は、10万円（ま
たは12万円）からすでに受けた補助金額を差し引い
た額が上限

◇申込み
申請書（都市計画課、大和・塩沢市民センターに用意）
に必要事項を記入し、見積書などの必要書類を添付し、
申請してください
◇受付期間
　５月1日㈫～５月31日㈭
◇申請窓口
　都市計画課、大和・塩沢市民センター
◇注意事項
　・ 予算額［２千万円］を超えた場合、抽選を行う場合あり
　・ 補助金の交付には住宅の全景、工事か所の着手前・工
事中・完了後の写真が必要

　・ 平成31年３月29日㈮までに実績報告書の提出が必要
　・ 実績報告書に領収書の添付が必要
　・ 工事を行う前に、施工業者とご相談ください

南魚沼市住宅リフォーム事業補助金

【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２
～５月１日（火）から受付開始～

補助対象工事の主な例
・屋根のふき替えや塗装
・外壁の修繕や塗装
・壁紙、天井、床材などの張り替え
・間取り変更、防音断熱工事
・浴室、台所などの水回り改修
・ディスポーザーの設置工事
・建具、畳、サッシなどの入れ替え
・ＬＥＤ照明器具の設置
・ 住宅と一体構造である車庫や物置な
どの補修

※ 渡り廊下などで一体になっている車
庫や物置などの補修は、その棟に居
住用の部屋があり、その部分の工事
と併せて行う工事のみ対象

補助対象外製品の主な例
・家電製品
（テレビ、エアコン、ＬＥＤ以外の
照明器具など）

・厨房製品
（システムキッチン、流し台、換気
扇）

・衛生設備製品
（ユニットバス、トイレ、給湯器な
ど）

・その他設備製品
（カーテン、シャッター、ボイラー
など）

補助対象外工事の主な例
・住宅と別棟の建物の工事
・外構に関する工事
・建物外部の下水道接続工事
・井戸に関する工事
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　平成30年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受付を開始します。克雪住宅（電気・ガス・灯
油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置が対象です。

事業名 克雪すまいづくり支援事業補助金 宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対象となる条件

・�市内に居住する人・居住が確定してい
る人が、市内に克雪住宅を新築・増改築・
改良、購入する場合
・�地下水採取規制重点区域内の事業所な
どを克雪化して新築・増改築・改良す
る場合

住宅用か事業用の宅地に消雪設備を設置
する場合
（地下水を利用した融雪式は対象外）

補助対象工事費 融雪施設設置など克雪化に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要する工事費

補 助 率 ・
補 助 金 の 額

補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨
て）［限度額44万円］

補助対象工事費の1／3（千円未満切捨て）
［限度額50万円］

補助対象区域 住　宅…市内全域
事業所…地下水採取規制重点区域内のみ

地下水採取規制重点区域のみ

予 定 戸 数 ７戸 ３戸

工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈪ 交付決定の日～ 12月31日㈪

克雪住宅・宅地等消雪設備補助金の受付開始
【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

申込み方法
◇受付期間　４月２日㈪～ 11月30日㈮（予定戸数に達し次第締め切ります）
◇窓　　口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
◇必要書類　　共　　　通　案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、融雪方式の資料（カタログなど）
　　　　　　　克雪すまい　建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋課税台帳登録証明書（改良時）、
　　　　　　　　　　　　　立面図
　　　　　　　　　　　　　追加書類　次に該当する場合は、追加で添付してください
　　　　　　　　　　　　　　耐 雪 式：構造計算書の写し
　　　　　　　　　　　　　　併 用 住 宅：全体面積と住居面積を記入した平面図（住居部分に着色）
　　　　　　　　　　　　　　一部克雪化：全体屋根面積と融雪面積を記入した屋根の平面図
　　　　　　　宅地等消雪　地番図、土地の所有者がわかる書類、賃貸借に関する書類
◇注意事項　　共　　　通　・写真（着手前・工事中・完成）は実績報告に必要
　　　　　　　　　　　　　・施工業者による数件分まとめての申請はご遠慮ください
　　　　　　　　　　　　　・交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
　　　　　　　　　　　　　・地下水を利用した融雪式は対象外
　　　　　　　　　　　　　・過去にこの補助制度やその他類似制度で補助金の交付を受けた建物や敷地は
　　　　　　　　　　　　　　対象外
　　　　　　　克雪すまい　・一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が3／5以上で、人力による屋根雪
　　　　　　　　　　　　　　処理が不要となるものが対象
　　　　　　　　　　　　　・併用住宅は、住居部分が1／2以上の場合は住宅、1／2未満の場合は事業所
　　　　　　　　　　　　　　とする
　　　　　　　　　　　　　・落雪式、落雪高床式は対象外

※地下水採取規制重点区域についてなど詳しくは、都市計画課へお問い合わせください
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　昭和56年６月以前に建てられた木造住宅は、現在の耐震基準を満たさず、耐震性が低いものが多いとい
われています。市では、地震による建物被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、木造住宅
の耐震診断や耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。

　市では、高齢者や障がい者が安心して暮らせるように、住宅を改造する費用の一部を補助します。
対　　　象　市内に住所がある高齢者か障がい者（改修対象住宅に住む世帯員の前年収入合計額が600万
　　　　　　円未満で、市税の滞納がないこと）
　　　　　　高齢者…おおむね65歳以上で、要介護か要支援認定を受けている
　　　　　　障がい者…身体障がい者手帳１級・２級か療育手帳「Ａ」を持つ
　　　　　　※�過去にこの補助金の交付を受けたことがある人、「南魚沼市高齢者及び障がい者住宅整備資

金貸付」の返済中の人は対象外
対象工事費　対象者か親族が所有し、対象者が居住している住宅で、平成31年３月31日㈰までに完了す
　　　　　　る次の工事費�（すでに着工している場合や、新築・建て替えは対象外）
　　　　　　①玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改造　②段差解消機、階段昇降機の設置�
　　　　　　③ホームエレベーターの設置�
補 助 金 額　対象工事費の上限額（介護保険の住宅改修や障がい者の日常生活用具給付事業の住宅改修の
　　　　　　対象者は30万円、それ以外の人は50万円）の1／2
　　　　　　※世帯の課税状況で異なる場合あり
受 付 期 間　４月２日㈪～ 12月28日㈮
必 要 書 類　申請書（福祉課に用意）、内訳のわかる工事見積書、工事図面、着手前写真など

耐震診断・耐震改修ともに、都市計画課、大和・塩沢市民センターに申請してください

木造住宅の耐震診断～住宅の耐震性が気になる人～

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市内に所在する個人所有の一戸建て
　・�実際に居住しているか、居住することが確定
（併用住宅も対象）

　・昭和56年５月31日以前に着工
　・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診断内容　①現地調査　②耐震診断　③診断報告
　　　　　書の作成（補強アドバイスを含む）
※主に内外観や図面の確認で診断を行います
補助金額（一般診断法による耐震診断）

※精密診断、仕上げを撤去する調査は対象外
募集戸数　５戸（先着順）
受付期間　４月２日㈪～ 11月30日㈮

延床面積 診断に要
する費用 市補助額 自　己

負担額
70㎡以下 70,000円 60,000円 10,000円
70㎡超～
175㎡以下 80,000円 65,000円 15,000円

175㎡超～ 100,000円 80,000円 20,000円

木造住宅の耐震改修～住宅の改修を検討中の人～

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市の実施する耐震診断を受けた
　・耐震診断の評点が1.0未満
　・実際に居住しているか、居住することが確定
　　（併用住宅も対象）
対象費用
　・耐震改修工事の費用　
　・耐震改修工事を行うために必要な壁などの撤
　　去・復旧などの費用　
　・設計・工事監理に要する費用
※�耐震診断の評点が1.0以上になる耐震改修工事
で、市に登録のある診断士が設計、工事監理を
行う工事が対象。リフォーム工事などの費用は
対象外

補助金額　耐震改修に要する費用の1／3
　　　　　（上限65万円）
募集戸数　２戸（先着順）
受付期間　４月２日㈪～ 10月31日㈬

木造住宅「耐震化支援」事業の受付開始

高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金の募集

【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

【問合せ・申込み】　福祉課 高齢福祉係　☎７７３－６６６７
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　建築物の壁や柱、天井などに吹き付けられたアスベストの飛散による健康被害を予防し、生活環境の保
全を図るため、アスベストの含有調査に補助金を交付します。

受付期間　４月２日㈪～９月28日㈮　※予算額に達し次第締め切り
必要書類　案内図、配置図、建物平面図（調査か所を明示）、現況写真（建物外観・調査か所）
　　　　　アスベスト含有調査に係る費用の見積書の写し、納税証明書、家屋課税台帳登録証明書、
　　　　　所有者・管理責任者がわかる書類、通帳の写し（口座番号、名義人のわかる面）
注意事項　・実績報告には、調査か所ごとの着手前・作業中・完了後の写真が必要
　　　　　・交付決定前に着手した調査は対象外
　　　　　・吹き付け建材の採取費用や、復旧にかかる費用と消費税は対象外
　　　　　・建築物石綿含有調査者による調査が対象
※除去工事などについては、お問い合わせください

対象となる
建 築 物

・市内の延床面積500㎡以上の建築物（国、地方公共団体などの所有建物を除く）
・過去にアスベスト含有調査などの補助金を受けていない

対象者要件 ・市税の滞納がない
※過去に類似制度で、補助金の交付を受けた所有者・管理責任者は対象外

内 容 アスベスト含有の可能性がある吹き付け建材へのアスベスト含有調査費用
補 助 率・
補助金の額 分析調査費の全額（千円未満切捨て）　［１棟あたりの限度額25万円］

工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈪

　市内介護サービス事業所への就職促進と介護人材を確保するため、市内介護サービス事業所への就職希
望者を対象に介護職員初任者研修受講料を全額補助します。
受付期間　４月２日㈪～５月10日㈭
募集人数　13人（先着順）
補助対象となる研修機関　魚沼サンティックスクール
補助対象の研修　介護職員初任者研修（研修期間　５月14日㈪～６月21日㈭）
申請対象者（すべてに該当）
　・市内の介護サービス事業所への就職を希望し、介護職員初任者研修を受講すること
　・研修修了後、原則として３か月以内に介護職員として市内の介護サービス事業所に就職を希望していること
　・補助金申請時に就職していないこと
　・市町村税を滞納していないこと
　・他の公的制度による、同一の研修費用の補助金の交付を受けていないこと
補 助 額　介護職員初任者研修受講料の全額（テキスト代除く）
申請窓口　介護保険課、大和・塩沢市民センター
必要書類
　申請書（申請窓口に用意）、受講申込書の写し、納税証明書
　※研修修了後、報告兼請求書などを提出する必要あり
補助金の返還を求める場合
　・研修修了後、原則として３か月以内に市内介護サービス事業所へ就職できない場合
　・市内介護サービス事業所に就職した日から６か月以内に正当な理由がなく、退職した場合

民間建築物アスベスト除去等支援事業

介護人材確保緊急支援事業補助金（平成30年度から募集開始）

【問合せ・申込み】　都市計画課　☎７７３－６６６２

【問合せ・申込み】　介護保険課 介護保険係　☎７７３－６６７５
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余川地区の国土調査（地籍調査）を実施します
【問合せ】　農林課 国土調査係　☎７７３－６７４０

　平成30年度は、余川地区の「国土調査(地籍調査)」を実施します。関係者のみなさんのご理解とご協力
をお願いします。

　５月中旬に説明会を予定しています。関係者の出席をお願いします。
　５月下旬から現地調査を行います。みなさんから現地で境界の立会い確認をしていただき、調査が
円滑に実施できるようにご協力ください。
調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、
　①境界紛争を未然に防ぎ、個人財産の保護や土地取引の円滑化
　②公共事業や街づくり、迅速な災害復旧 ｝に役立ちます。

平成30年度　一筆地調査（現地立ち合い・測量）予定区域図

六日町

八幡

余川

六日町駅

六日町高校

北辰小学校

八海高校

▲
N
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　南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動してい
る地域住民やコミュニティ団体の取組みを支援します。

その他に協議会で取り組む事業（予定）
　・幼児児童健全育成事業（南魚沼地域内の保育園・小学校での絵本の読み聞かせの取組み）
　・広域交流ミーティングパーティー事業（未婚の男女に出会いの場を提供する取組み）
　　※ミーティングパーティーを主催・運営したい団体の相談に応じます
　・国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を支援）

申請方法
　対 象 団 体　活動の拠点が南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）にある団体
　補助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄付金などを差し引いた額
　提 出 書 類　申請書を企画政策課〔南魚沼市役所〕に提出
　締　切　り　４月25日㈬必着
　※書類審査を行い、審査結果を５月下旬にお知らせします
　　申請書は、南魚沼市役所　企画政策課、大和・塩沢市民センター、湯沢町役場 企画政策課まで
　　（市ウェブサイトからダウンロード可。「南魚沼　ふるさと基金」で検索）

対　　象 ・南魚沼地域内外から集客があり、地域の活性化を図るイベント
・地区の広域的なまちづくり活動

補 助 額 補助対象額の2 ／ 3以内（上限は50万円）
予 算 枠 総額400万円（大和地域、六日町地域、塩沢地域、湯沢町に各100万円）

対　　象

団体が行う、快適でうるおいのある地域をつくるためのコミュニティ活動
対象外の事業
・飲食・物販など、一過性のイベントを目的とした事業
・行政区単位・旧村単位などで例年行っている地域独自のイベントや祭礼
※補助回数が多い団体は補助額が減額、または対象外となります
　［４回目：2 ／ 3、５回目：1 ／ 2、６回目以上：対象外]

補 助 額 補助対象額の2 ／ 3以内（上限10万円）
予 算 枠 80万円

対　　象 ・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業
・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補 助 額 補助対象額の2 ／ 3以内（上限15万円）
予 算 枠 120万円

文化・芸術振興事業

ふるさとコミュニティ支援事業

地域創生支援事業

南魚沼地域　ふるさと基金事業（平成30年度事業を募集開始）
【問合せ・申込み】　南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）
　　　　　　　　　事務局：南魚沼市役所　企画政策課　☎７７３－６６７２
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減免前の基本料金 2,415円 2,205円

減免後の基本料金 2,200円 2,200円

差　　額 △215円 △5円

※基本料金は、10㎥まで一律にいただく料金です

災害に備えて
一日前プロジェクト

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　避難所ではなるべく役割分担をし、「○○係」と役職をつけ、その役割を明確にしました。例えば
支援物資が届いたときなどに、誰が受け取るかは重大な問題です。あらかじめ決めておかないと、
後々、誰が受け取ったのか、どこに置いたのか、責任者は誰かといった話になりがちなのです。スペー
スを作るために誰かがものを移動したりすることもしばしばありますから、荷物の管理は重要です。
特に日常生活とは違い、非常時のときは勘違いも起きやすい。そうならないために「受け入れ係」
を決めておくのです。こうすれば作業はスムーズだし、物資の管理もしやすく、届ける側も安心です。
こうして小さな役割でも「係」にするのは、避難所運営の一つのコツ
だと思います。
　私たちの避難所ではこうした役割のほか、順序なども大切にしまし
た。避難して１か月くらいしたころ、洗濯機が支給されたのですが、
これも使う順番をきちんと決めて譲り合って使いました。おかげで大
きなトラブルもなく、避難生活を送ることができました。
　よくルールづくりが肝心だといわれますが、責任を明確にすること
も大変大事です。団体生活の運営をスムーズにしていくコツがここに
あると思います。

意外なほどものいう避難所の「肩書き」
東日本大震災（平成23年３月）（新
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な
し
会
＆
工
作
』

日
時
　
４
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

内
容
　
読
み
聞
か
せ
・
工
作
「
こ

い
の
ぼ
り
作
り
」

対
象
　
幼
児
～
小
学
生

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　『14
ひ
き
の
ぴ
く
に
っ
く
』（
28
分
）

　「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
合

わ
せ
、
い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
の

人
気
シ
リ
ー
ズ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
10
時
58
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象
　
幼
児
～
小
学
生

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

　こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

　
５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」

で
す
。
画
用
紙
に
ぽ
ん
ぽ
ん
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
、
自
分
だ
け
の
こ

い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
４
月
27
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
（
紙
人
形
劇
）、
絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、

歌
、
工
作
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

４
月
の
読
み
聞
か
せ

　
毎
月
３
つ
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
読
み
聞

か
せ
に
、
家
族
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
、
紙
芝
居
読
み
聞
か

せ
な
ど
（
内
容
は
開
催
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

 

絵
本
の
へ
や 

期
日
　
毎
週
水
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
対
象
　
０
歳
～
入
園
前
の
子
ど
も

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

 

お
は
な
し
の
じ
か
ん 

日
時
　
４
月
15
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
図
書
館
職
員

 

読
書
の
つ
ど
い 

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
大
集
合
！

　
腹
話
術
人
形
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
ち
ゃ
ん

と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
４
月
21
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ
　「
と
も
だ
ち
」

内
容
　
腹
話
術
「
と
も
だ
ち 

こ

『
本
の
木
を
育
て
よ
う
！
』

　
お
す
す
め
本
や
好
き
な
本
を

葉
っ
ぱ
の
形
の
カ
ー
ド
に
書
い
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
「
本
の
木
」
に

貼
り
出
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
本
の
木
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

期
間
　

　
４
月
23
日
㈪
～
５
月
30
日
㈬

対
象
　
幼
児
～
中
学
生

テ
ー
マ
展
示

　　
図
書
館
で
は
毎
月
、
季
節
や
行

事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

本
を
展
示
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
本
と
の
出
会
い
が
あ
る
か

お
楽
し
み
に
。

『
は
じ
め
よ
う
！
み
ど
り
の
あ
る

く
ら
し
』

　
４
月
15
日
㈰
～
５
月
14
日
㈪
は
、

「
み
ど
り
の
月
間
」
で
す
。
野
菜

作
り
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
緑

を
楽
し
む
本
を
集
め
ま
し
た
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
鍛

え
よ
う
！
』

　
春
は
新
し
い
環
境
で
の
人
間
関

係
が
始
ま
る
季
節
で
す
。
よ
い
人

間
関
係
を
築
く
上
で
大
切
な
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を

作
り
ま
せ
ん
か

　
図
書
館
の
図
書
（
本
）
を
借
り

る
に
は
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。

　
４
月
か
ら
市
内
で
生
活
す
る
人

や
通
勤・通
学
す
る
人
も
カ
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。新
生
活
に

図
書
館
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
図
書
の
閲
覧
は
、
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す

う
ち
ゃ
ん
」・パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
春
が
き
た
」・
読
み
聞
か
せ
・

本
の
紹
介
な
ど

対
象
　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

　
　巡

回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
３
月
15
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。次
回
、大
和
図
書
室
は
４

月
19
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館

☎773‒6677
南魚沼市 		月～金9：30～ 20：00（土日祝日19：00まで）
	 休館（図書整理日）：５日㈭、16日㈪～20日㈮※
大　和 		☎777-4671　火～日	祝 9：00～ 19：00	
	 休館：月曜日（祝日の場合は翌日）、９日㈪～13日㈮※
塩　沢 		☎782-0100　9：00 ～ 20：00（月	土	日	祝日

17：00まで）　休館：２日㈪～６日㈮※
	 ※蔵書点検のため臨時休館です

4月の開館日時
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「華やかな装飾美展」
期間　４月７日㈯～６月10日㈰
　所蔵品の中から「装飾」をテーマにした作品を展示。
絵画の名脇役ともいえる装飾が魅力的な展示をぜひご
覧ください。

棟方志功アートステーション

［JR六日町駅1階］　☎770‒1173　￥一般500円／小中高250円
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館９：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
４月の休館：1日㈰～６日㈮

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　６月13日㈬まで

「クール＆グラマラス！ウォーホルとフランス絵画展」
　アンディ・ウォーホル、ルイ・イカール、ベルナー
ル・ビュッフェ、ジャン＝ピエール・カシニョールと
いったアメリカ、フランスを代表する画家４人の作品
を展示します。
「セピック・アート（造形美術）の世界」
　今泉博物館時代に展示されていたパプアニューギニ
ア作品を多数展示します。ちょっと不気味でユーモラ
スな作品を、ぜひご覧ください。

今泉記念館アートステーション

☎783‒4500　FAX 783‒3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館16：30まで）
４月は毎日開館します

『北越雪譜』挿絵紹介その32
　雪解けを迎えた塩沢を描
いた挿絵です。冬囲いを外
す人や、屋根に上って雪で
傷んだところを点検してい
るような人、凧

たこ
あげをして

いる様子が描かれていま
す。春の喜びがあふれてい
る挿絵です。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782‒9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30
４月の休館：毎週火曜日

富岡惣一郎　「越後の風景」
期間　７月17日㈫まで
　雪国に生まれ育った洋画家・富岡惣一郎が描く、ふ
るさと新潟の風景。長岡や片貝の花火、越後平野、信
濃川のほか、八海山、妙高山など人気作品も展示して
います。
ラウンジ展 ４月［観覧無料］
城内さんぽ～私の宝物～　城内地域在住の人から「私

の宝物」を募集して展示しています。
市民ギャラリー　若井艸

そう
人
じん

写真展「携帯電話の眼
め

」

トミオカホワイト美術館

☎775‒3646　FAX 775‒3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00 ～ 17：00（入館終了16：30)
４月の休館：毎週水曜日

市民無料の日：８日㈰、28日㈯

「市
し

中
ちゅう

四
し

月
がつ

雪
ゆき

解
げ

図
のず

」部分

「F
フ レ ン ズ  

riend’s F
フ レ ン ド

riend　世界の現代版画」
期間　４月１日㈰～５月６日㈰
　魚沼に現代版画の魅力
を伝えたいと、海外の版
画家12人を含む23人が
出展します。いずれも世
界で活躍する版画家で
す。

「BBMスポーツカードショー 2018春の陣」
日時　４月７日㈯　10：00 ～ 15：00
　スポーツカードのイベント。福袋や抽選会などカー
ドファン、スポーツファンには必見のイベントです。

池田記念美術館

☎780‒4080　FAX 777‒3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下は無料

開館９：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
４月の休館：毎週水曜日

上
うえのしゅう

野遒『蜃気楼の中で』2017年

「平成の爆笑王・春風亭昇太独演会」
　南魚沼市に爆笑の渦が巻き起こる！人気番組「笑点」
の６代目司会者で国民的な人気を誇る落語家・春風亭
昇太が昨年に引き続き市民会館に登場します。ぜひお
楽しみください。
日時　５月１日㈫　
　19：00 ～（開場　18：30）
会場　市民会館 大ホール
入場料　全席指定3,500円
　未就学児入場不可。会館、会
館プレイガイドにて発売。

南魚沼市民会館

☎773-5500　FAX 772-8161　1 0120-150-142
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30 ～ 17：15
４月の休館：２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪
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坂
戸
城
跡
石
垣
修
理
工
事
の
た
め

不
用
な
石
材
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６

　
市
で
は
、
国
指
定
史
跡
坂
戸
城
跡
の
石

垣
修
理
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
が
抜

き
取
ら
れ
た
所
に
新
た
な
石
を
積
み
直
す

予
定
で
す
が
、
石
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

提
供
可
能
な
石
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
石
材

　
１
メ
ー
ト
ル
前
後
で
加
工
さ
れ
て
い
な

い
自
然
石
。
坂
戸
周
辺
で
採
れ
た
石
で
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

　
石
垣
に
適
し
て
い
る
か
石
材
を
調
査
し
、

適
し
て
い
る
場
合
は
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

す
。
運
搬
費
用
は
、
市
で
負
担
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３-

２
１
９
７ 65

追お
い
分わ
け
三
国
街
道
清
水
街
道
」
の
隣
な
ど
で

水
準
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

２
）
し
、
塩
沢
の
三
角
点
は
、
塩
沢
小
学

校
の
屋
上
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
水
準
点
な
ど
の

設
置
は
、
１
８
７
６
年
（
明
治
６
年
）
か

ら
内
務
省
が
行
っ
た
高
低
測
量
（
水
準
測

量
）
な
ど
が
は
じ
ま
り
で
す
。
こ
の
と
き

測
量
さ
れ
、
基
準
と
な
っ
た
標
高
に
は
漢

字
「
不
」
に
似
た
「
几き

号ご
う

」
と
呼
ば
れ
る

記し
る
しが

、
専
用
の
石
柱
や
標
石
に
刻
ま
れ
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
の
不
朽
物

（
神
社
の
鳥
居
や
灯と
う

篭ろ
う
、
狛こ
ま

犬い
ぬ
、
石
碑
の

台
座
、
欄
干
な
ど
）
に
も
刻
ま
れ
た
そ
う

で
す
。

　
新
潟
県
内
の
古
い
水
準
点
な
ど
と
し
て

は
、
柏
崎
の
米
山
薬
師
堂
の
三
角
点
（
１

８
８
５
年
設
置
）
や
、
国
が
阿
賀
野
川
を

改
修
し
た
際
に
設
置
し
た
阿
賀
野
川
基
準

標
石
（
１
９
１
５
年
設
置
と
推
定
）
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
魚
沼
に
も
古
い
水
準
点
が
な
い
か
と
、

寺
社
な
ど
の
石
造
物
や
古
い
石
碑
の
台
座

等
を
観
察
し
て
い
ま
す
が
、
み
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
準
点
な
ど
は
、
道
路
工
事
や
測
量
関

係
の
業
務
に
携
わ
る
人
に
は
な
じ
み
深
い

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
か
ご
存
知

の
人
は
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
角
点
の
地
図
記
号
は
「

」、
電
子

　
大
和
町
公
民
館
の
駐
車
場
の
片
隅
に
、

見
慣
れ
ぬ
ア
ン
テ
ナ
の
付
い
た
金
属
製
の

標
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
銘

板
を
見
る
と
「
基
本
電
子
基
準
点
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
標
柱
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
発
信

さ
れ
た
電
波
を
受
信
し
、
こ
の
地
点
の
位

置
を
観
測
す
る
た
め
の
施
設
だ
そ
う
で
す
。

受
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
国
土
地
理
院
に
毎

日
転
送
さ
れ
、
土
地
の
測
量
、
地
図
の
作

成
、
地
震
・
火
山
噴
火
予
知
の
基
礎
資
料

に
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
基
本
電
子
基
準
点
」
は
、
国
土
地
理

院
に
よ
っ
て
全
国
に
約
１
３
０
０
か
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
測
量
に
用
い
る
経
度
・
緯

度
・
標
高
の
基
準
と
な
る
三
角
点
（
測
量

の
基
準
と
な
る
点
）
や
水
準
点
が
全
国
各

地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
角
点
は
全

国
に
10
万
か
所
ほ
ど
、
水
準
点
は
２
万
か

所
ほ
ど
が
主
要
な
道
路
に
そ
っ
て
２
㎞
ご

と
に
設
置
さ
て
い
る
そ
う
で
す
。
南
魚
沼

市
内
で
は
、
六
日
町
上か
ん

町ま
ち

の
石
碑
「
史
跡

基
準
塔
は
「

」、
水
準
点
は
「

」、
石

碑
は
「

」
で
、
地
図
上
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
地
域
の
歴
史
散
策
と
あ

わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
１　
基
本
電
子
基
準
点
〔
浦
佐
〕

写 

真
２　
追お
い
分わ
け
の
石
碑
と
水
準
点

　
〔
六
日
町
上
町
〕

《
参
考
》

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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　まなびのひろば

南魚スポーツパラダイス会員募集中！
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）は年会費6,170円で、さまざまな教室を「無料」

「割引価格」で受講できます。　
　あなたもスポパラ会員になって、さまざまな教室に参加し、楽しみながら健康増進に励みませんか？

平成30年度 第1期（４月～７月）陸の教室参加者募集
受講料　スポパラ会員　無料
　　　　一般 初めてのアロマ教室3,080円、スポーツチャンバラ教室4,110円
教室回数　アロマ全３回、スポーツチャンバラ全10回

教室名 開催曜日・時間 教室
初日 対象 教室内容 受付開始

第１期　初めての
アロマ教室 水 19：00 ～

20：00 ５/９ 16歳以上 簡単に手に入る材料で、アロマを楽し
もう！ 

４/４㈬
9：00 ～

スポーツ
チャンバラ教室 火 19：00 ～

20：00 ５/８ 小学
１年生以上

空気の入った剣を使って戦おう！
みんなで楽しくレッツ！チャンバラ！

４/３㈫
9：00 ～

・受付は先着順で、定員に達し次第締め切ります
・詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点はスポパラ事務局まで
・日程は都合により変更する場合があります
・保険料は、年会費と受講料に含まれます（当該教室時のみ有効）

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンは、どなたでも簡単にご利用できます。
日時　４月15日㈰　12：00 ～ 13：30 
定員　６人（事前の申込みが必要）
会場　ディスポート南魚沼１階 トレーニングルーム
対象　中学生以上　　　申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

参
加
料

会員 無料

一般 200円

南魚沼市体育施設
　小栗山サンスポーツランドは、新設のスケートパークを含めて４月28日㈯にオープンします。スケートパーク
の利用にあたり、シーズン券の先行申込み受付を行います。
　詳しくは、ディスポート南魚沼ウェブサイトをご覧ください。
　屋外体育施設は、雪消えの状況により順次オープンします。整備状況、オープン予定日などは、ディスポート
南魚沼にお問い合わせください。

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

４月の休館日：２日㈪、
９日㈪、16日㈪、23日㈪

ディスポート南魚沼

菊
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
和
公
民
館

☎
７
７
７
‐
４
６
７
１

　
浦
佐
菊
花
会
（
峰
村
）

☎
７
７
７
‐
２
１
５
０

　
秋
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

る
菊
花
の
つ
く
り
方
を
、
わ

か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

期
間
　
５
月
～
11
月

　（
月
１
回
、
２
時
間
程
度
）

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　

　
大
菊
の
鉢
栽
培
（
実
習
）

講
師
　
魚
沼
菊
花
会
・
浦
佐

菊
花
会

会
費
　
５
０
０
円
（
資
料
、

教
材
用
の
菊
苗
、
資
材
費

を
含
む
年
額
）

締
切
り
　
４
月
27
日
㈮

　（
初
回
は
５
月
10
日
㈭
）

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
後

日
、
申
込
者
に
連
絡
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 けんこうひろば

平
成
30
年
度
　
住
民
健
診

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
基
礎
健
診
・
が
ん
検
診
を
含
む
住
民
健

診
を
５
月
か
ら
行
い
ま
す
。

日
程
　
５
月
中
旬
～
11
月
上
旬

　
対
象
の
行
政
区
・
日
程
な
ど
は
、
今
号

と
同
時
配
布
の
住
民
健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
健
友
館
会
場
で
は
、
合
同
健
診
と
婦
人

検
診
を
同
日
に
実
施
し
ま
す
（
他
の
健

診
会
場
は
、
別
日
）

健
診
の
流
れ

①
通
知
書
の
送
付

　
健
診
日
の
約
１
か
月
前
に
、
実
施
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付
時
間
や
料
金
な

ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
原
則
、
申
込

み
が
な
い
と
実
施
通
知
書
を
郵
送
し
ま
せ

ん
）

②�

健
診
日
の
変
更
、
健
診
項
目
の
追
加
・

取
消

　
健
診
日
の
変
更
な
ど
は
、
保
健
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

③
健
診
当
日
～
結
果
送
付

　
質
問
票
を
記
入
し
、
健
診
時
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
は
、
受
け
た
健
診

ご
と
に
、
１
か
月
～
１
か
月
半
後
に
郵
送

し
ま
す
。

※
社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者
（
40
～

74
歳
）
で
、
特
定
健
診
を
市
の
健
診
会

場
で
受
診
す
る
人
は
、
加
入
す
る
保
険

者
（
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）
か
ら
送
付
さ

れ
た
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
保
険
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
取
り
消
し
た

場
合

　
実
施
通
知
書
に
同
封
の
検
便
容
器
を
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

返
却
先
　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー
、
健
診
会
場

○
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、
健
康
管

理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
忘
れ

や
受
診
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

２
期
の
接
種
券
送
付

　
対
象
者
（
年
長
児
）
に
、
麻
し
ん
風
し

ん
予
防
接
種
２
期
の
予
診
票
兼
接
種
券
を

送
付
し
ま
し
た
。

　
接
種
期
限
は
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
で

す
が
、
忘
れ
な
い
よ
う
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

※
医
療
機
関
を
予
約
後
、
母
子
手
帳
と
予

診
票
兼
接
種
券
を
持
参
し
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
助
成

　
妊
婦
の
風
し
ん
感
染
を
予
防
し
、
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
婦
の
夫
か
、
同
居
の
家
族

③
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫
か
同
居
の

家
族
で
、
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価

が
低
い
場
合

助
成
・
接
種
期
間

　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

助
成
（
限
度
）
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
４
，０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
６
，０
０
０
円

※
各
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
１
／
３
相

当
は
、
個
人
負
担

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

　
い
っ
た
ん
、
医
療
機
関
で
全
額
を
支
払

い
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
医
療
機
関

の
領
収
書
と
接
種
済
証
、
印
鑑
、
口
座
番

号
が
必
要
）

※
対
象
者
③
の
場
合
、
抗
体
価
を
証
明
で

き
る
書
類
も
必
要

申
請
窓
口
　
保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
は
申
請
窓
口
ま
で
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
　

接
種
券
の
送
付

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
平
成
30
年
度
に
新
た
に
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
人
に
、
接
種

券
を
送
付
し
ま
し
た
。

対
象

　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

に
、
65
・
70
・
75
歳
に
な
る
人

　
平
成
29
年
度
以
前
に
接
種
券
か
対
象
者

証
明
書
の
送
付
を
受
け
、
未
接
種
の
場
合

は
、
平
成
30
年
度
も
そ
の
接
種
券
な
ど
を

使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
特
定
の

障
が
い
が
あ
る
人
で
、
平
成
29
年
度
中
に

接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
30
年
度

の
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。
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　けんこうひろば

４月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 	 午前：月曜～土曜　〈受付〉	８：30 ～ 11：30	 〈診療〉	９：00 ～
	 午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30 ～ 16：00	 〈診療〉14：00 ～
� 　【問合せ】　城内診療所　☎ 775‒2009

認
知
症
は
早
期
の
発
見
・
治
療
・

対
応
が
大
切

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
を
始
め
ま

す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
と
は

　
認
知
症
や
そ
の
疑
い
が
あ
る
人
、
家
族

に
対
し
て
、
支
援
チ
ー
ム
員
が
訪
問
し
、

必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

医
療
機
関
の
受
診
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
な
ど
で
す
。
支
援
は
最
長
で
６
か

月
で
、
初
期
の
支
援
を
集
中
的
に
行
い
ま

す
。

支
援
チ
ー
ム
員

　
南
魚
沼
市
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
専
門
医
、
相
談
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
な
ど

対
象
と
な
る
人

　
40
歳
以
上
の
在
宅
生
活
者
で
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
人
か
認
知
症
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

・
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い

・
継
続
的
な
医
療
を
受
け
て
い
な
い

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
か
サ
ー
ビ
ス
が
中
断
し
て
い
る

・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

が
、
認
知
症
の
症
状
が
顕
著
で
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
本
人
や
家
族
、
近
所
の
人
だ
け
で
な
く
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
か
か
り
つ
け
医
な
ど

医
療
・
介
護
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

　
自
宅
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に
家

族
と
打
合
せ
を
行
い
、
本
人
の
尊
厳
に
配

慮
し
ま
す
。

相
談
先

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
８
２
‐
０
２
５
２

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
７
‐
３
１
１
１

火
山
噴
火
に
よ
る
降
灰
予
報

（
速
報
）
を
開
始

【
問
合
せ
】
新
潟
地
方
気
象
台

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
８
７
２

　
気
象
庁
は
、
新
潟
県
南
部
に
お
け
る
県

内
や
近
隣
県
で
の
、
火
山
噴
火
に
よ
る
降

灰
予
報
（
速
報
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
火

山
噴
火
時
の
風
向
き
に
よ
っ
て
降
灰
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
、そ
の
市
町
村
名
と「
少

量
」「
や
や
多
い
」「
多
量
」
の
三
段
階
で

発
表
さ
れ
ま
す
。

　
降
灰
予
報
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

の
ほ
か
、
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

で
き
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
【４月から診療体制が変わります。ご注意ください】
◆髙﨑先生の診療日は毎週水曜日となります。
■第３土曜日と第５土曜日は休診となります。（薄田先生の診療は行いません）

１日
休　診

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日
髙　橋 田　中 髙　﨑◆ 髙　橋 髙　橋 堀内 休診 休　診
９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日
髙　橋 田　中 髙　﨑◆ 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休　診
16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日
髙　橋 田　中 髙　﨑◆ 髙　橋 髙　橋 休　診■ 休　診
23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

髙　橋 田　中 髙　﨑◆ 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休　診	
（祝日）

30日
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。（送迎は午前中のみ）休　診	

（振替休日）
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人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
～

【
問
合
せ
】

　
法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

対
象

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続

な
ど
）、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

塩
沢
会
場

日
時
　
４
月
15
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
時
間
　

午
後
１
時
～
３
時
）

※
予
約
不
要

会
場
　
塩
沢
庁
舎
２
階

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
髙
橋
文
子
〔
中
子
新
田
〕

　
☎
７
８
２
‐
４
９
３
７

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

　
☎
７
８
３
‐
３
８
０
７

・
阿
部
正
廣
〔
島
新
田
〕

　
☎
７
８
２
‐
０
８
５
０

・
貝
瀬
秀
行
〔
金
清
坊
（
長
崎
）〕

　
☎
７
８
２
‐
０
７
６
４

魚
沼
会
場

日
時
　
４
月
19
日
㈭

　
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
時
間
　

午
後
１
時
～
３
時
）

※
予
約
不
要

会
場
　
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
〔
魚
沼
市
今
泉
〕

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
大
嶋
の
り
子
〔
魚
沼
市
中
家
〕

　
☎
０
２
５
‐
７
９
２
‐
３
８
７
４

・
松
木
譲
〔
魚
沼
市
和
田
〕

　
☎
０
２
５
‐
７
９
９
‐
２
１
１
７

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

「
春
風
に　
一
緒
に
の
せ
よ
う

　
　
　
　
　
ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
」

　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰
に
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
、
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
保
護
（
新
潟
県

重
点
）

４
月
10
日
㈫
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
全
国
で
は
記
録
の
残
る
昭
和
43

年
以
降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
い
つ
も
以
上

に
交
通
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

弁
護
士
に
よ
る『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
者
は
、
前
日
正
午
ま
で
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時
　
４
月
26
日
㈭
　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
算
定
・

決
定
通
知
書
の
送
付

【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

介
護
保
険
料
の
算
定

　
保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民

税
の
課
税
状
況
、
平
成
29
年
１
月

１
日
～
12
月
31
日
の
年
金
の
収
入

額
、
所
得
金
額
か
ら
算
定
し
ま
す
。

　
納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
を
年
金

天
引
き
で
納
め
て
い
た
人
や
、
４

月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
人

が
対
象
で
す
。
特
別
徴
収
に
は
仮

徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

　
前
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
、

仮
算
定
し
た
額
で
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
。
こ
の
措
置
は
、
納
付

回
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
１

回
当
た
り
の
納
付
額
を
低
く
抑
え

る
た
め
に
行
い
ま
す
。

本
徴
収
（
10
月
・
12
月
・
平
成
31

年
２
月
分
）

　
算
定
し
た
平
成
30
年
度
の
保
険

料
か
ら
、
仮
徴
収
の
額
を
差
し
引

い
た
額
を
、
３
回
に
分
け
て
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書・口
座
振
替
）

　
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

転
入
し
た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受

給
額
が
18
万
円
未
満
の
人
な
ど
、

年
金
天
引
き
の
要
件
に
当
て
は
ま

ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
保
険
料
は
６
月
～
平
成
31
年
３

月
の
10
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
４
月
・
５
月
の
納

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

　
平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
は
、
６
月
に
お
送
り
し

ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
料
が
改

定
さ
れ
ま
し
た

　
改
定
の
内
容
は
、折
込
み
の「
福

祉
・
介
護
特
集
号
」
の
４
ペ
ー
ジ

目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第
７
期
介
護
保
険
事
業
新

規
事
業
所
の
開
設
者
を
公
募

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

　
南
魚
沼
市
介
護
保
険
事
業
計
画

（
第
７
期
計
画
）
に
基
づ
き
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
新
規

開
設
者
を
公
募
し
ま
す
。

　
新
規
開
設
者
に
決
定
し
た
場
合

は
、
施
設
整
備
と
開
設
準
備
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
、
新
潟
県
介
護

基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金
を
活
用

し
て
市
が
補
助
を
行
い
ま
す
。

公
募
事
業

・
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
　
１
か
所
（
25
人
）

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
　

１
か
所
（
18
人
）

応
募
要
件
（
両
方
に
該
当
）

・
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４

項
各
号
に
規
定
す
る
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い

・「
南
魚
沼
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
」
に
規
定

す
る
、
各
指
定
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
事
業
所

公
募
期
間

　
４
月
６
日
㈮
～
27
日
㈮

事
業
者
の
選
定

　
介
護
保
険
事
業
所
の
実
績
、
応

募
の
理
由
・
意
志
、
事
業
の
実
現

性
な
ど
を
考
慮
し
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
で
選
定
し

ま
す
。

申
込
み

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
・
添

付
書
類
は
、
介
護
保
険
課
で
配
付
。

春
の
一
斉
清
掃
と

不
法
投
棄
の
防
止

【
問
合
せ
】
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
７
８
２
‐
０
３
３
９

春
の
一
斉
清
掃

　
市
で
は
、
毎
年
「
春
の
一
斉
清

掃
の
日
」
を
定
め
、
地
域
の
美
化

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
美
化

運
動
の
実
施
は
、
行
政
区
ご
と
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
気
持
ち
の
よ
い
生
活
環
境
維
持

の
た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
和
地
域
（
環
境
浄
化
の
日
）

　
４
月
28
日
㈯

六
日
町
・
塩
沢
地
域

　
４
月
29
日（
日
・
祝
）

※
行
政
区
に
よ
り
、
実
施
日
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
の
防
止

　
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ

捨
て
や
、
林
道
・
河
川
敷
の
廃
タ

イ
ヤ
や
家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投

棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、

地
下
水
汚
染
や
生
活
環
境
の
破
壊

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従

い
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
所
有
の
空
き
地
や
山
林
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
は
、

所
有
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

免
許
証
更
新
時
の
高
齢
者
講

習
費
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
５
６
‐
１
２
１
２

　
４
月
１
日
㈰
か
ら
運
転
免
許
証

を
更
新
す
る
際
に
受
け
る
、
認
知

機
能
検
査
と
高
齢
者
講
習
の
手
数

料
が
変
わ
り
ま
す
。

認
知
機
能
検
査

　
６
５
０
円
→
７
５
０
円

高
齢
者
講
習
（
２
時
間
）

　
４
，６
５
０
円
→

　
５
，１
０
０
円

高
齢
者
講
習
（
３
時
間
）

　
７
，５
５
０
円
→

　
７
，９
５
０
円

　
他
の
講
習
の
手
数
料
も
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
国
民
年
金
」
保
険
料
額
の

変
更
・
学
生
の
手
続
き

【
問
合
せ
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
☎
７
１
６
‐
０
８
０
０

　
平
成
30
年
度
（
４
月
～
平
成
31

年
３
月
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

前
年
度
か
ら
１
５
０
円
引
き
下
げ

ら
れ
月
額
１
６
，３
４
０
円
、年
額

１
９
６
，０
８
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
前
納
納
付
書
で
１
年
分
を
前
納

す
る
場
合
は
、１
９
２
，６
０
０
円

と
な
り
３
，４
８
０
円
お
得
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
を

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
、
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

　
一
般
的
に
学
生
は
所
得
が
な
い

た
め
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
制

度
が
あ
り
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
料
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。「
学

生
納
付
特
例
」
は
、
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
期
間　
平
成
30
年
度

　（
４
月
～
平
成
31
年
３
月
）

※
年
度
途
中
に
20
歳
と
な
り
加
入

す
る
人
は
加
入
月
か
ら

申
請
受
付
　
随
時

必
要
書
類
　
学
生
証
の
写
し
か
、

在
学
証
明
書

窓
口
　
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町

村議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

～
３
月
定
例
会（
一
般
質
問
）～

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

　
☎
７
７
３
‐
６
６
５
０

　「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

　
（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、

　
４
月
３
日
㈫
か
ら
予
定
）

　
大
平
　
剛
、
塩
川
裕
紀
、

　
中
沢
一
博
、
桑
原
圭
美
、

　
吉
田
光
利
、
永
井
拓
三
、

　
寺
口
友
彦
、
中
沢
道
夫
、

　
牧
野
　
晶
、
田
中
せ
つ
子
、

　
佐
藤
　
剛
、
目
黒
哲
也
、

　
梅
沢
道
男
、
勝
又
貞
夫
、

　
岡
村
雅
夫
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若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・ト
ー
ニ
ン
グ
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人
と

交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
４
月
19
日
㈭
　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
人

締
切
り
　
４
月
17
日
㈫

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

参
加
者
の
感
想

　
参
加
前
は
、
う
ま
く
な
じ
め
る

か
不
安
で
し
た
が
、
ほ
か
の
参
加

者
と
話
し
て
み
る
と
、
心
が
温
か

く
な
り
不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

コース名 実施期間 曜日 時間帯 備考

簿記３級 ４/16 ～６/ ８
　（全22回） 月・水・金

18：30 ～ 21：20

「南魚沼市中小企業研修受
講料補助金」対象コース
※介護職員初任者研修課程

は「南魚沼市介護人材確
保緊急支援事業補助金」
対象コースになっていま
す（詳しくは、７ページ
をご覧ください）

配管２級技能士 ４/17 ～９/11
　（全41回） 火・金

ワード中高年 ４/24 ～５/25
　（全９回） 火・金

測量実践 ４/26 ～８/4
（学科15回、実技８回）

（学科）月・木 18：30 ～ 21：20

（実技）土 9：00 ～ 15：50

調理師受験 ５/28 ～６/28
　（全10回） 月・木

18：30 ～ 21：20
エクセル中高年 ５/29 ～６/26

　（全９回） 火・金

介護職員初任者
研修課程

５/14 ～６/28
　（全24回）

月・火・
木・金 9：00 ～ 16：20

ワード体験 ４/14 土

13：00 ～ 15：50エクセル体験 ５/12 土

Jw-CAD体験 ５/26 土

玉掛け技能講習
４/25㈬～ 27㈮（３日間）

・19時間コース　
・15時間コース（免除対象者）

小型移動式
クレーン技能講習 ５/ ７㈪～ 10㈭うち３日間（学科２日・実技１日）

職長・安全衛生
責任者教育 5/17㈭～ 18㈮（２日間）

フォークリフト
運転技能講習

５/21㈪～ 24㈭（４日間）31時間コース
５/21㈪・25㈮（２日間）11時間コース（免除者対象）

※受講料などの詳細は、お問い合わせください

４・５月開講コース受講生募集
【問合せ・申込み】魚沼サンティックスクール　　☎772-4554
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第
26
回
国
際
大
学 

留
学
生
日

本
語
発
表・交
流
会
の
開
催

【
問
合
せ
】
国
際
大
学 

教
務

事
務
室
（
高
橋
）

　
☎
７
７
９
‐
１
４
９
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
７
９
‐
１
１
８
７

　
メ
ー
ル　

jlp@
iuj.ac.jp

　
国
際
大
学
留
学
生
日
本
語
発

表
・
交
流
会
は
、
国
際
大
学
の
留

学
生
の
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

地
域
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

き
、
交
流
を
深
め
る
た
め
、
開
催

し
ま
す
。
留
学
生
が
日
本
語
で
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
中
学
生
に
よ
る
英
語
の
発
表
も

あ
り
ま
す
。
留
学
生
と
日
本
語
で

会
話
を
楽
し
む
交
流
会
も
行
い
ま

す
。
軽
食
を
と
り
な
が
ら
、
と
て

も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
交
流
会
で

す
。
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

発
表
会
か
交
流
会
、
い
ず
れ
か
の

み
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

日
時
　
４
月
20
日
㈮
　

発
表
会　

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

交
流
会　

　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場
　
国
際
大
学 

図
書
館
３
階

ホ
ー
ル

費
用
　
無
料

平
成
30
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
新
潟
県
教
育
庁 

文
化
行
政
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
１
９

長
岡
会
場

期
日
　
６
月
21
日
㈭
、
10
月
18
日

㈭
、
平
成
31
年
２
月
21
日
㈭

会
場
　
長
岡
地
域
振
興
局 

会
議

室
棟
２
階 

大
会
議
室
〔
長
岡

市
沖
田
〕

新
潟
会
場

期
日
　
４
月
19
日
㈭
、
８
月
16
日

㈭
、
11
月
15
日
㈭
、
平
成
30
年

1
月
17
日
㈭

会
場
　
新
潟
県
庁 
行
政
庁
舎
、

職
員
会
館
〔
新
潟
市
中
央
区
新

光
町
〕

共
通
事
項

時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
休
憩
　
正
午
～
午
後
１
時
）

持
ち
物

①
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警

察
署
が
発
行
し
た
も
の
。
審
査

会
の
前
に
所
轄
警
察
署
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
）

③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き 

６
，３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入

証
紙
で
納
入
）

※
移
動
の
際
に
は
危
険
の
な
い
よ

う
に
梱
包
し
、
盗
難
な
ど
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

南
魚
沼
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催

【
問
合
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

　
☎
７
７
２
‐
３
１
５
７

　　
平
成
31
年
３
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
す
る
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
、

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
27
日
㈮
　

　
午
後
２
時
～
４
時

　（
受
付
　
午
後
１
時
～
）

会
場
　
市
民
会
館
１
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者
　
平
成
31
年
３
月
に
大
学

院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
卒
業

す
る
人
と
既
卒
３
年
以
内
の
人

参
加
企
業
　
30
社
予
定

参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
込
不
要
で
す

　
自
己
紹
介
カ
ー
ド
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
南
魚
沼
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
作
成
し
ご

持
参
く
だ
さ
い

　

都
市
計
画
の
変
更

【
問
合
せ
】

　
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
２

　
市
で
は
、
都
市
計
画
な
ど
の
変

更
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、
正
式
に
変
更
決
定
し
た
の

で
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

変
更
内
容

○
都
市
計
画
用
途
地
域

・
新
規
指
定

　 

六
日
町
Ｉ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｃ
地
区
・
六
日
町

野
際
地
区
・
六
日
町
塩
沢
間
国

道
17
号
沿
道
地
区 

・
用
途
廃
止

　
浦
佐
国
道
17
号
沿
道
地
区
（
一

部
）・
石
打
関
地
区
（
一
部
）・

石
打
地
区
（
一
部
）

・
用
途
区
分
変
更

　
浦
佐
天
王
町
地
区
ほ
か

○
用
途
地
域
変
更
に
伴
う
準
防
火

地
域
の
変
更

○
特
別
用
途
地
区
の
変
更

○
建
築
基
準
法
第
22
条
区
域
の
指

定
と
解
除

告
示
日
　
３
月
27
日
㈫

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課

統
一
的
な
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
の
公
表

【
問
合
せ
】
財
政
課 

財
政
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
１

　
総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、「
統

一
的
な
基
準
」
で
作
成
し
た
平
成

28
年
度
の
財
務
書
類
を
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
公
表
し
ま
し
た
。
財
政

課
窓
口
で
も
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

公
表
中
の
財
務
書
類

・
貸
借
対
照
表

・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

・
純
資
産
変
動
計
算
書

・
資
金
収
支
計
算
書

・
附
属
明
細
書

余
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
廃
止

【
問
合
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
３
０

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
、

ご
利
用
い
た
だ
い
た
余
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
〔
余
川
〕
は
、
３
月
31
日
㈯

を
も
っ
て
市
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
㈰
以
降
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
長
年
の
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

【
問
合
せ
】

　
保
健
課 
母
子
保
健
班

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
子

ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い

る
保
護
者
や
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
集
ま
り
で

す
。
月
１
回
開
催
し
、
情
報
交
換

や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
士
が
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
一

緒
の
参
加
も
安
心
で
す
。
申
込
み

は
不
要
で
す
。

４
月
23
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅「
ほ
の
ぼ
の
」

〔
イ
オ
ン
六
日
町
店
専
門
店
館

内
〕

内
容　
フ
リ
ー
ト
ー
ク

５
月
28
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅「
ほ
の
ぼ
の
」

内
容　
就
学
相
談
、
就
学
後
の
支

援
に
つ
い
て
（
学
校
教
育
課 

指
導
主
事
の
講
話
）

６
月
25
日
㈪

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
（
現
地
集
合　
午
前
９
時
30
分
）

会
場　
市
立
総
合
支
援
学
校

内
容　
市
立
総
合
支
援
学
校
の
見

学

参
加
者
の
声　
「
安
心
し
て
日
ご

ろ
の
悩
み
や
、
思
い
を
話
す
こ

と
が
で
き
た
」「
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
」
な
ど

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦

観
戦
の
ご
招
待

【
問
合
せ
】
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会
（
村
山
）

☎
０
２
５
‐
２
８
２
‐
０
０
１
１

①
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦

期
日　
４
月
22
日
㈰

キ
ッ
ク
オ
フ　
午
後
１
時

②
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
戦

期
日　
５
月
６
日
㈰

キ
ッ
ク
オ
フ　
午
後
２
時

③
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
戦

期
日　
５
月
20
日
㈰

キ
ッ
ク
オ
フ　
午
後
２
時

共
通
事
項

会
場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

募
集
人
数　
各
試
合
５
０
０
人

※
①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
試
合
に

の
み
応
募
可

席
種
（
予
定
）　
自
由
席

応
募
方
法

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
込
み

応
募
期
限　
①
４
月
15
日
㈰
、

　
②
４
月
26
日
㈭
、

　
③
５
月
13
日
㈰

方
法　
試
合
毎
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
み
応
募

・「
ど
の
案
内
を
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
か
？
」
と
い
う
設
問
は
、

「
新
潟
市
以
外
の
市
町
村
か
ら

の
案
内
」
を
選
択
。

・
必
要
項
目
を

入
力
し
、
送

信
し
て
申
込

み
完
了
。
各

試
合
の
応
募

期
限
の
翌
日

に
、
抽
選
結

果
と
チ
ケ
ッ

ト
引
換
方
法

を
メ
ー
ル
で

通
知
。

○
往
復
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
み

応
募
期
限　
①
４
月
11
日
㈬
、

　
②
４
月
25
日
㈬
、

　
③
５
月
９
日
㈬　
必
着

方
法　
試
合
毎
に
各
自
で
用
意
し

た
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
次
の
事
項

を
記
入
し
て
応
募

往
信
裏
面

　
１
住
所
、
２
名
前
、
３
生
年
月

日
、
４
電
話
番
号
、
５
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
人
）、

６
観
戦
希
望
試
合
と
チ
ケ
ッ
ト

の
希
望
枚
数
（
４
枚
ま
で
）

返
信
用
表
面

　
住
所
・
氏
名

※
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す

　
招
待
の
可
否
と
チ
ケ
ッ
ト
引
換

方
法
は
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
各
試
合
の
応
募

期
限
の
翌
週
月
曜
日
に
返
信
予

定
）

あ
て
先　

　
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４

　
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
‐
１

‐
10

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

介
護
員
養
成
科
１
期

５
月
入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

対
象　
介
護
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
間　
５
月
17
日
㈭
～
８
月
９
日

㈭
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
月
～
金
曜
日
）

会
場　
Ａ
Ｂ
Ｃ
十
日
町
研
修
セ
ン

タ
ー
〔
十
日
町
市
水
口
沢　
十

日
町
社
会
福
祉
協
議
会 

川
西

支
所
〕

定
員　
12
人

受
講
料　
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
４
月
23
日
㈪

「
だ
ん
ぼ
の
部
屋
」
が
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
だ
ん

ぼ
の
部
屋
」
が
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
だ
ん
ぼ
の
部
屋
」
は
市
内
４

か
所
の
小
学
校
と
総
合
支
援
学
校

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
表

彰
は
、保
護
者
の
話
を
聞
く「
し
ゃ

べ
り
場
サ
ロ
ン
」、
親
子
で
参
加

で
き
る
料
理
・
も
の
づ
く
り
教
室
、

保
護
者
向
け
学
習
会
な
ど
、
家
庭

教
育
支
援
へ
の
功
績
が
評
価
さ
れ

た
も
の
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みなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ

　市内在住のスキー競技での全国大会出場者を対象に、棚村基金推奨金の贈呈式を行いました。
　林市長は「みなさんの活躍は、大変嬉しく誇りを感じます。小野塚彩那選手のひた向きさと挑戦心はす
ばらしいと思いました。みなさんのスポーツに対する姿勢も、すばらしいと思います。諦めることは、負
けるということだと思います。諦めない限り負けません。それぞれ自分の金メダルをめざして励んでくだ
さい」と、激励の言葉を贈りました。
　選手を代表して、六日町中学校の田村一麿
さんは「今まで経験してきたすべてを、全国
大会で発揮できるよう、応援よろしくお願い
します」と語りました。続いて、塩沢中学校
の牧野桃さんは「全国大会は悔いの残る結果
だったので、ジュニアオリンピックカップで
は同じ失敗をしないように、自分らしい思い
切った滑りができるようがんばります」と、
語りました。

スキー全国大会出場選手に棚村基金推奨金を贈呈しました３月２日㈮

平成29年度市民の文化スポーツ奨励棚村基金推奨金 贈呈式対象者名簿（冬季分 平成30年3月2日）

※贈呈式までに申請があった選手を紹介しています

五十沢小学校

五十沢中学校

六日町中学校

塩沢中学校

塩沢中学校

塩沢中学校

塩沢中学校

塩沢中学校

城内中学校

小出高校

関根学園

十日町高校

十日町総合高

十日町総合高

十日町総合高

八海高校

八海高校

六日町高校

六日町高校

JA魚沼みなみ

関　　　照　永

関　　　綜一郎

田　村　一　磨

長　尾　優　輝

牧　野　　　桃

山　田　真　奈

山　本　天　嶺

我　田　　　柊

南　雲　日和瑠

林　　　結　翔

佐　藤　進太郎

小　林　萌　子

中　島　　　榛

羽　吹　唯　人

山　﨑　　　凌

青　木　陽　尚

冨　澤　元　弥

中　俣　日　向

山　本　大　晴

大　津　純　一

6

3

3

3

3

3

3

1

2

2

2

2

3

3

2

2

2

2

2

JOCジュニアオリンピックカップ

全国中学校スキー大会　他

全国中学校スキー大会　他

全国中学校スキー大会

全国中学校スキー大会　他

全国中学校スキー大会

全国中学校スキー大会

JOCジュニアオリンピックカップ

全国中学校スキー大会

JOCジュニアオリンピックカップ

国民体育大会冬季大会　他

国民体育大会冬季大会　他

国民体育大会冬季大会　他

国民体育大会冬季大会　他

全国高等学校スキー大会　他

国民体育大会冬季大会　他

全国高等学校スキー大会

全国高等学校スキー大会　他

全国高等学校スキー大会　他

国民体育大会冬季大会

クロスカントリー

クロスカントリー

クロスカントリー

アルペン

アルペン

アルペン

アルペン

クロスカントリー

ジャンプ・コンバインド

クロスカントリー

アルペン

クロスカントリー

クロスカントリー

クロスカントリー

クロスカントリー

ジャンプ・コンバインド

アルペン

クロスカントリー

クロスカントリー

ジャンプ・コンバインド

氏　名 所　属 学年 出場大会名 種　目
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みなみうおぬまニュースプラザ

　普光寺で浦佐毘沙門堂裸押合大祭が開催され、前夜祭とあわせて延
べ115,000人が歴史ある祭礼を楽しみました。この祭りは約1,200年の
歴史を持つといわれ、江戸時代に出版された「北越雪譜」にも「堂押」と
して記録されています。
　昼は稚児行列や福餠まきなどが行われ、夜はローソクの炎が普光寺
境内を照らし出す中、水行や押合いなどが行われました。
　「浦佐毘沙門堂の裸押合」は３月８日㈭に、国の重要無形民俗文化財
に指定されました。

みなみうおぬまニュースプラザ

浦佐毘沙門堂裸押合大祭が行われました３月３日㈯　

３月２日㈮　

２月17日㈯

２月16日㈮

南魚沼市図書館の来館者数が100万人となりました

第34回しおざわ雪譜まつりが行われました

考える避難訓練が行われました

交通栄誉章　緑十字銀章を受章　　　　　　　　　　　　　【問合せ】環境交通課　☎773-6666

　平成26年６月に開館した南魚沼市図書館は、３月２日㈮で来館者数
が100万人となりました。
　100万人目の来館者は、親子で絵本を借りにきた高野梨沙さん〔小栗
山〕でした。
　高野さんは「ありがとうございます。南魚沼市図書館の魅力は、買
い物ついでに利用でき、便利なことです。子どもの本を借りに、これ
からも利用したいと思います」と、語りました。

　ふれあい広場を主会場に、第34回しおざわ雪譜まつりが開催されま
した。このまつりは、「北越雪譜」の著者である鈴木牧之の功績をたた
えるまつりで、主会場では里山伏が行う大護摩の炎とろうそくのとも
し火があたりの雪を幻想的に照らし出します。
　雪が降り冷え込みましたが、来場者はグルメテント村などで温かい
ものを食べて体を温め、歌舞伎公演、福餅まき、ステージイベントな
どを楽しんでいました。

　第二上田小学校で、危険な場面において、避難先と避難方法を自ら
考え行動し、危険回避に対する考え方を身につけることをねらいとし
た避難訓練が行われました。児童は、事前に不審者が侵入した場合は
どこにどう逃げるかを学習し、熊が校内に侵入したという想定で避難
訓練を行いました。
　村山稔校長の「玄関から遠く、鍵のかかる教室など、考えて避難し
ていました。避難訓練だけでなく、生活していく中でも考えながら過
ごしてほしいです」と話し、児童は真剣に聞いていました。

　勝又義一さん〔美佐島〕と貝瀬京子さん〔沢口〕が、交通栄誉章緑
十字銀章を受章しました。
　１月19日㈮、文京シビックホール〔東京〕で長年にわたり交通安全
活動に尽力した功労者に全日本交通安全協会から緑十字銀章が送られ
ました。
　勝又さんと貝瀬さんは、（公財）南魚沼交通安全協会役員、市交通指
導員として活動し、地域の交通事故防止に貢献されています。 左から貝瀬さん、勝又さん左から貝瀬さん、勝又さん
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のカレンダーのカレンダー 救 急 医 療4月4月 のカレンダー

編集後記　　　　　　　　

　桜の開花は、例年より早めとの予報が出ています。
穏やかな春の夕暮れ時、桜を見ながら帰宅している
と、毎年「春宵一刻値千金」の言葉を思いおこしま
す。私の役所人生も夕暮れ時を迎え、定年まであと数
年となりました。人事異動があり、今日からは新し
い、そしておそらく最後の職場となる部署での勤務が
始まります。３年間でしたが、市報編集に携われたこ
とは幸せでした。今後も、市報のご愛読をお願い申し
上げます。　　　　　　　　（元秘書広報課　山崎）

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況、症状などに応じて他の医療機関を
　案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（♯8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったとき
（発熱、けがなど）にご利用ください。
•時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

３月３日㈯、浦佐毘沙門堂裸押合大祭が開
催され、上半身裸の男衆が毘沙門堂内で体を押し合い、
「さんよ、さんよ」の力強い掛け声が、響きわたってい
ました。

今月の表紙

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）平成30年
2月末日現在

◎国の行政制度に対する相談を受け付けています。
4月16日㈪  13：30～15：30　大和市民センター
4月18日㈬  13：00～15：00　市役所本庁舎南分館
4月18日㈬  13：30～16：00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  57,573人（先月比 －41）
●男　　  28,138人（先月比 －18）
●女　　  29,435人（先月比 －23）
●世帯数  19,976戸（先月比 0）

日にち 行事名・時間・会場など

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階

おはなしのじかん
11:00～11:30　図書館 多目的室

DVD上映会『14ひきのぴくにっく』（28分）
10:30～10：58　図書館 多目的室

読書のつどい『ともだちたくさん大集合！』
14:00～15:30　図書館 多目的室

市政懇談会
19：30～20：30　塩沢公民館 講堂

第4回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階 旧議場

市政懇談会
19：30～20：30　本庁舎２階 大会議室

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
　　～こいのぼりをつくろう！～
10:00～11:30　大和公民館

市政懇談会
19：30～20：30　大和庁舎３階 大会議室

15日㈰

21日㈯

23日㈪

25日㈬

27日㈮

　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育
児相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※六日町会場のみ小学校3年生までの子どもとその
　保護者
◎時間　9：30～15：30
　　　　9：30～18：00（六日町会場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第2・第４土曜日の
13：30～14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　４月12日㈭　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月～日曜日（定休日：毎週水曜日）

　４月10日㈫　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

　４月13日㈮　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

での遊び」「子育ての仲間同士の情報交交情報同士仲間ての「子遊びでの び


